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重  要  警  告  事  項

 警告:接地について

  本装置付属の3P接地極付電源ｺｰﾄﾞにより接地を行って下さい。又、付属の3P-2P変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ

(使用は日本国内に限ります。)を使用される場合は必ずｱｰｽ線を接地(第三種接地工事)し使用

して下さい。接地されないで使用されますと、装置が充電され感電事故を引き起こすおそれが

あります。又、装置の機能(ﾉｲｽﾞ耐量、伝導ﾉｲｽﾞ、放射ﾉｲｽﾞ等)が充分に満たされない場合も有

りますので、必ず接地して使用して下さい。

 警告:接触による感電注意

  本装置の出力は、その使用目的(研究、開発、試験等)から、扱い易いように端子及びｺﾝｾﾝﾄ

をﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙに、ﾘｱﾊﾟﾈﾙに端子を設置しています。この端子及びｺﾝｾﾝﾄには最大でAC280Vrmsの電

圧が発生します。出力通電中、充電部に触れると感電事故を引き起こすおそれがありますの

で、触れることのないよう注意して下さい。

 警告:装置ｶﾊﾞｰの取り外し、及び分解の禁止

　本装置内部には高圧に分類される電圧が充電されている部分が多く有ります。電源入力を接

続しない状態に於ても、充電されている場合もあり、非常に危険です。装置ｶﾊﾞｰを外したり、

分解したりすることは、感電事故を引き起こすおそれがありますので、絶対に行わないで下さ

い。

 警告:動作環境について

　本装置を爆燃性、及び可燃性のｶﾞｽ、粉塵等、が周囲にある環境で使用しないで下さい。こ

のような環境で使用された場合、爆発や火災の原因となることがあります。

 警告:電源ｺｰﾄﾞについて

  本装置付属の電源ｺｰﾄﾞはAC125Vrms以下で使用して下さい。これ以上の電圧で使用される場

合は、当社営業にご相談下さい。電源ｺｰﾄﾞは使用される電圧により形状等が変わります。使用

する電源電圧に適したｺｰﾄﾞを御使用下さい。電源ｺｰﾄﾞが不適当な場合、焼損事故、火災の原因

となることが有ります。

 警告:ﾋｭｰｽﾞについて

  本装置の電源入力ﾋｭ-ｽﾞの定格は電流7A、電圧250V、寸法φ5.2×L20です。これ以外のﾋｭｰｽﾞ

の使用は行わないで下さい。不適当なﾋｭｰｽﾞの使用は焼損事故、火災の原因となることが有り

ます。
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1　概要

　定周波定電圧電源CVFT1-200HAは、可変周波数、可変電圧の交流電源装置です。設定された

周波数、電圧は高安定に保たれます。　本装置は内部直流電源にｽｲｯﾁﾝｸﾞ電源を採用し小型、

軽量化を実現しています。又、出力増幅にはﾘﾆｱｱﾝﾌﾟを、基準発振器には水晶振動子、周波数ｼ

ﾝｾｻｲｻﾞｰ、高分解能D/Aｺﾝﾊﾞｰﾀｰを採用しており、これらにより低歪率、高安定を実現していま

す。操作及び表示、 制御はCPUで行っており、操作性が優れているとともに、外部ｺﾝﾄﾛｰﾙ機能

(PPI:標準装備、GP-IB+RS-232C:工場ｵﾌﾟｼｮﾝ)も豊富です。

2　特長

■  広範囲な電源入力

  本装置の電源入力はAC85～250V、47～440Hz、単相です。この範囲であれば特別な切替を行

わずに使用できます。

 警告：

  本装置付属の電源ｺｰﾄﾞはAC125Vrms以下で使用して下さい。これ以上の電圧で使用される場

合は、営業にご相談下さい。電源ｺｰﾄﾞは使用される電圧により形状等が変わります。使用する

電源電圧に適したｺｰﾄﾞを御使用下さい。電源ｺｰﾄﾞが不適当な場合、焼損事故、火災の原因とな

ることが有りますので注意して下さい。　 

■  高調波規制に対応

　本装置は電源入力部にｱｸﾃｨﾌﾞﾌｨﾙﾀｰを採用しており、広範囲にわたって高入力力率、低入力

電流歪を実現しています。(電源入力周波数47～63Hzにて)

■  広範囲な出力電圧

  出力電圧は0～140V(140Vﾚﾝｼﾞ)、0～280V(280Vﾚﾝｼﾞ)を0.1Vｽﾃｯﾌﾟで設定できます。

■  大きなﾋﾟｰｸ電流供給能力

　ｺﾝﾃﾞﾝｻｲﾝﾌﾟｯﾄ型整流負荷で定格電流実効値の約4倍のﾋﾟｰｸ電流が、出力出来ます。

■  低力率負荷に対応可能

　大容量ｱﾝﾌﾟの採用により、負荷力率は0～1(進相、遅相)の範囲で接続可能、力率0で定格出

力電流の30%を、0.7～1では100%を保証しています。

■  出力周波数が広範囲

　出力周波数範囲は1～999.9Hzです。1～9.999Hzは0.001Hzｽﾃｯﾌﾟ、10～99.99Hzは0.01Hzｽﾃｯﾌ

ﾟ、100～999.9Hzは0.1Hzｽﾃｯﾌﾟで設定できます。

■  低歪率

　基準発振器内の高分解能D/Aｺﾝﾊﾞｰﾀｰの採用と、ﾘﾆｱｱﾝﾌﾟにより広範囲にわたって低歪率を実

現しています。
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■  高安定度

  高安定な基準電圧発振器と、ﾘﾆｱｱﾝﾌﾟの採用によりﾛｰﾄﾞﾚｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ±0.5%以下、ﾗｲﾝﾚｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ

±0.2%以下、周波数変動率0.01%以下となっています。

■  ﾃﾞｰﾀ表示が豊富

  出力電圧、出力電流、出力電力、負荷力率、の測定値及び出力電圧、出力電流、出力周波数

の設定値が直読できます。

■  出力電流を制限可能

　通常ﾓｰﾄﾞでは常に最大出力可能電流が電流制限値に設定されています。出力電流制限ﾓｰﾄﾞ

(I-LIMITﾓｰﾄﾞ)を選択すると、最大出力電流値をﾌﾟﾘｾｯﾄ可能となります。

■  使いやすさを考慮した保護機能

  出力過負荷(OVL)、過熱(OVH)、入力電流過大の3系統の保護を有しています。過負荷保護は

出力電流過大、ｱﾝﾌﾟ損失過大等により動作し、装置定格出力を越える負荷が接続された場合、

出力電圧を低歪で垂下します。　急短絡などの場合は出力波形振幅制限を行ないます。(過負

荷による出力遮断は行いません)　過熱保護は内部半導体が異常過熱(冷却ﾌｧﾝの故障等)により

動作し、出力を遮断します。　入力電流過大(装置故障)の場合は電源入力ﾋｭｰｽﾞが溶断し、電

源入力を遮断します。

■  設定値の記憶可能(停電保持)

　電圧、電流(I-LIMITﾓｰﾄﾞ時)、周波数、ﾚﾝｼﾞ等の各設定値を1組みとして最大10組(ﾒﾓﾘｰ番号0

は制限事項あり)記憶する事ができ、必要に応じ呼び出して使用する事ができます。

■  外部制御機能が豊富

　標準装備の有接点制御入力(PPI)は、出力のON/OFF、ﾒﾓﾘｰの呼び出しをｽｲｯﾁ、ｼｰｹﾝｻｰ等で行

うことができます。簡単なﾘﾓｰﾄ制御を行なう場合、低ｺｽﾄで構成できます。高度な外部制御を

行なう場合にはｵﾌﾟｼｮﾝのGP-IB+RS-232Cを装備することで、全ての操作、測定ﾃﾞｰﾀの読み出し

等が可能となります。

■  3系統の出力

　ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ上にAC100V用3Pｺﾝｾﾝﾄ(但し出力電圧は最大AC280Vrms発生します)、ﾊﾞｲﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾎﾟｽﾄ

出力の計2系統、ﾘｱﾊﾟﾈﾙ上にﾊﾞｲﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾎﾟｽﾄ出力の1系統を設置しています。状況に応じて使用

することができます。

 警告:接触による感電注意

  本装置の出力は、その使用目的(研究、開発、試験等)から、扱い易いように端子及びｺﾝｾﾝﾄ

をﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙに、ﾘｱﾊﾟﾈﾙに端子を設置しています。この端子及びｺﾝｾﾝﾄには最大でAC280Vrmsの電

圧が発生します。出力通電中、充電部に触れると感電事故を引き起こすおそれがありますの

で、触れることのないよう注意して下さい。
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■  簡単な操作

  電卓を使うように簡単なｷｰ操作で使用する事ができます。

■  軽量､ｺﾝﾊﾟｸﾄ

　本体重量8.5Kg以下と軽量です。　又、ｹｰｽは標準ﾗｯｸ寸法ですので、ｵﾌﾟｼｮﾝ(OP2)のﾗｯｸﾏｳﾝﾄ

部品を使用すれば簡単にﾗｯｸ取り付が可能となります。
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3　仕様 周囲温度25℃にて

※1 入力周波数47～63Hz、出力周波数20～999.9Hz、負荷力率1、全負荷にて。

※2 出力電圧0～100V(140Vﾚﾝｼﾞ)、0～200V(280Vﾚﾝｼﾞ)、出力周波数40～999.9Hz、負荷力率0.7～

1にて。　出力電圧が100Vを越え140V以下(140Vﾚﾝｼﾞ)、200Vを越え280V以下(280Vﾚﾝｼﾞ)の範囲

では、出力容量により出力電流を低減(図1)。負荷力率が0～0.7の範囲では出力電流低減(図2

)。出力周波数1～40Hz未満では出力電流低減(図3)。出力電流低減は振幅制限、及び、定電流

垂下動作となります。
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　8.5Kg以下　  本体重量

　430×94×400(突起含まず),437×H112×D460(最大)(mm)　  寸法(W×H×D)

  寸法、重量

  -10℃～60℃、10～90%RH(結露無きこと)    保存周囲温度、湿度

　屋内(多量の分塵、腐食性ｶﾞｽ、可燃性ｶﾞｽ等無きこと)　  使用環境

　0～40℃、10～90%RH(結露無きこと)　  使用周囲温度、湿度

  環境

　AC100V用電源ｺｰﾄﾞ、取扱説明書、PPI制御ｺﾈｸﾀ、各1。電源入力ﾋｭｰｽﾞ         
                                        (7A-250V,φ5.2×L20):2本

　  付属品

　AC100V用3Pｱｳﾄﾚｯﾄ(ﾌﾛﾝﾄ),ﾊﾞｲﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾎﾟｽﾄ(ﾌﾛﾝﾄ,ﾘｱ)　  出力

　有接点制御入力装備。　  外部制御

　誤操作防止用のｷｰﾛｯｸｽｲｯﾁ装備。　  ｷｰﾛｯｸｽｲｯﾁ

　電圧、電流、周波数の設定条件を最大10組ﾒﾓﾘｰ可能。　  ﾒﾓﾘｰ  (予約ﾒﾓﾘ-含む)

　定格出力電流範囲内の電流制限値をﾌﾟﾘｾｯﾄ可能｡　  電流制限ﾓｰﾄﾞ

  付属機能及び付属品

　1.000～999.9Hz(4桁表示)　  周波数表示器

　0～1.000                                (※8)　  力率計

　0～250.0W    確度±1%FS以下             (※7)　  電力計

　0～2.500Arms 確度±1%FS以下             (※7)　  電流計

　0～300.0Vrms 確度±1%FS以下             (※7)　  電圧計

  計器及び表示器

  ±0.01%以下    周波数変動率

　±0.2%以下                              (※6)　  ﾗｲﾝﾚｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ

　±0.5%以下                              (※5)　  ﾛｰﾄﾞﾚｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ

　0.3%以下                                (※5)　  電圧波形歪率

　1.000～999.9Hz　  周波数範囲

　0～1(進,遅)                             (※4)　  負荷力率

　200VA(負荷力率0.7～1にて)　  容量

　最大8Apeak(140Vﾚﾝｼﾞ)/4Apeak(280Vﾚﾝｼﾞ)   (※3)　  許容ﾋﾟｰｸ電流

  2Arms(140Vﾚﾝｼﾞ)/1Arms(280Vﾚﾝｼﾞ)         (※2)　  電流範囲

　0～140.0Vrms(140Vﾚﾝｼﾞ)/0～280.0Vrms(280Vﾚﾝｼﾞ)　  電圧範囲

  出力定格

　99%以上                                 (※1)　  力率

　430VA以下                               (※1)　  皮相電力

　単相　  相数

　47～440Hz　  周波数

  AC 85～250Vrms　  電圧

  入力定格



※3 ｺﾝﾃﾞﾝｻｲﾝﾌﾟｯﾄ型整流負荷に対し定格出力電流実効値の約4倍。

※4 負荷力率が0～0.7の範囲では出力電流低減(図2)。

※5 出力電圧100V(140Vﾚﾝｼﾞ)、200V(280Vﾚﾝｼﾞ)、抵抗負荷にて。20Hz未満は推定値。

※6 出力電圧100V(140Vﾚﾝｼﾞ)、200V(280Vﾚﾝｼﾞ)、無負荷にて。20Hz未満は推定値。

※7 出力周波数20～999.9Hzにて。電流計、電力計、力率計は負荷電流のｸﾚｽﾄﾌｧｸﾀが4以下にて。

※8 力率計の表示 = 電力計の読み±1%FS 誤差

(電圧計の読み±1%FS 誤差)×
電流計の読み±1%FS 誤差



※ 注意:  図1～図3の出力電流率は制限領域の目安であり、制限領域を確定するものでは有

 りません。
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4　製品の確認

標準品の梱包箱中には下記の物が収納されていますので御確認下さい。

(1) CVFT1-200HA本体(1台)

(2) 3P接地極付電源入力ｺｰﾄﾞ(1本)

(3) 3P-2P電源入力ﾌﾟﾗｸﾞ変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ(1個)

(4) 外部ｺﾝﾄﾛｰﾙ(PPI)用14ﾋﾟﾝｺﾈｸﾀ(ﾌﾟﾗｸﾞ)(1個)

(5) 予備ﾋｭｰｽﾞ(2本)

(6) 取扱説明書(本書1冊)

御発注時にｵﾌﾟｼｮﾝ指定された場合は、上記の他に下記の物が付属しています。

(1) GP-IB、RS-232C取扱説明書(OP-1:工場ｵﾌﾟｼｮﾝ指定の場合)(1冊)

(2) ﾗｯｸﾏｳﾝﾄ部品一式(OP-2:ﾗｯｸﾏｳﾝﾄ金具、取付用ﾈｼﾞ)
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5　設置

　5-1　設置上の注意

  (1)  本装置を爆燃性、可燃性のｶﾞｽ、多量の粉塵等、が周囲にある環境で使用しないで下さい。

 警告:  本装置を爆燃性、及び可燃性のｶﾞｽ、粉塵等、が周囲にある環境で使用した場合、爆発や

火災の原因となることがあります。

　(2)　据付場所は屋内とし、直射日光や高温多湿、腐食性ｶﾞｽのある場所、埃や振動の多い場所を

避けて設置して下さい。このような場所に設置した場合、表示が見難かったり、温度保護の動

作、寿命を短くする等の影響を与えます。

　(3)　側面、ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ面、ﾘｱﾊﾟﾈﾙ面、を下にして使用したり、置いたりしないでください。不安定

な為倒れる事が考えられます。　危険であるばかりでなく、倒れた時の衝撃により装置を損傷

することが有ります。

　(4)　本装置側面の吸気孔及びﾘｱﾊﾟﾈﾙ面の排気口をふさがないで下さい。排気口は壁面との間に

15cm以上の空間を確保して下さい。吸気及び排気が充分に行なわれない場合、装置内部が過熱

し温度保護の動作や、装置寿命を低下させることがあります。又、排気は高温(周囲温度+約3

0℃)となりますので、熱の影響を受けやすいものを近くに置かないで下さい。

　(5)　本装置の上に物を乗せないで下さい。ｹｰｽの変形等により、装置に損傷を与えることがあり

ます。

　5-2　電源

　本装置はAC85～AC250V、47～440Hzの電源で使用可能です。(但し付属の電源ｺｰﾄﾞの最高使用

電圧は125Vrmsです。)

 警告:  AC125Vrms以上の電圧で使用される場合は、当社営業にご相談下さい。電源ｺｰﾄﾞは使用さ

れる電圧により形状等が変わります。使用する電源電圧に適したｺｰﾄﾞを御使用下さい。

電源ｺｰﾄﾞが不適当な場合、焼損事故、火災の原因となることが有ります。
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　5-3　電源ﾋｭ-ｽﾞ

　電源ｺ-ﾄﾞをｺﾝｾﾝﾄから抜き、次の手順にしたがって、装置後部ﾊﾟﾈﾙにあるﾋｭ-ｽﾞ・ﾎﾙﾀﾞに適正

なﾋｭ-ｽﾞが取り付けられているか確認します。

(1)左図に示すように、ﾋｭ-ｽﾞ･ﾎﾙﾀﾞの凹部にﾋﾟﾝｾｯﾄ等を差  

  して手前に引き、ﾋｭ-ｽﾞ･ﾎﾙﾀﾞからﾋｭ-ｽﾞ･ｷｬｯﾌﾟを引き抜  

  きます。

(2)ﾋｭ-ｽﾞを確認します。ﾋｭ-ｽﾞの定格は次の通りです。

    　 電流7A、電圧250V、寸法φ5.2×L20

(3)確認後取り外した逆の手順でﾋｭ-ｽﾞとｷｬｯﾌﾟをもとに戻  

  します。

 警告:  定格以外のﾋｭｰｽﾞの使用はおやめください。不適当なﾋｭｰｽﾞの使用は焼損事故、火災の原

因となることが有ります。

　5-4　電源入力ｺ-ﾄﾞの接続(付属電源入力ｺｰﾄﾞ)

　本装置には保護用ｸﾞﾗﾝﾄﾞ･ﾗｲﾝのある3線式のAC100Vrms用電源ｺ-ﾄﾞとﾌﾟﾗｸﾞが用いられていま

す。電源ｺ-ﾄﾞを単相AC100V、50/60Hz電源に接続して下さい。尚 感電事故を防ぐために、必ず

保護用接地端子のあるｺﾝｾﾝﾄにﾌﾟﾗｸﾞを接続して下さい。付属の3-2Pｱﾀﾞﾌﾟﾀ(日本国内専用)を使

用して2線式電源に接続する場合にも必ずｱﾀﾞﾌﾟﾀのｱ-ｽ線を接地して下さい。(下図参照)

 警告:  必ず接地(第三種接地工事)を行って下さい。接地されないで使用されますと、装置が充

電され感電事故を引き起こすおそれがあります。又、ﾉｲｽﾞ耐量や、伝導、放射ﾉｲｽﾞが大

きくなることがあります。
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　6　梱包箱について

　納入時の梱包箱は、本装置を輸送したりする場合必要となりますので、保管しておく事をお

すすめします。尚、本梱包箱以外のもので再梱包する場合は、装置の寸法より大きい内寸

(W650×H300×D650)を持つﾀﾞﾝﾎﾞ-ﾙ箱を用意し、本装置をﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ等で包みます。装置とﾀﾞﾝ

ﾎﾞｰﾙ箱との隙間に衝撃吸収材(ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ等)を隙間が無くなるまで詰め込みます。ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ箱の

蓋をﾃｰﾌﾟ等で完全に閉じます。ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ箱には『精密機器取扱注意』等の表示を行ないます。
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7　機能説明

　7-1　前面ﾊﾟﾈﾙ(図中の風船内の数字は、説明文の()内数字に対応します。)

　 (1)  出力端子1

　本装置の出力端子です。(3)の出力端子2との間に出力が発生します。出力電圧範囲は0～

280V、1～999.9Hzの範囲となります。尚、本出力と(25)のｱｳﾄﾚｯﾄの右側ｿｹｯﾄ穴は電気的に接続

されています。又、出力はﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ出力です。

　 (2)  接地端子

　本装置のﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞです。(1)(3)の出力端子はﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞとなっていますので、必要に応じ何

れか一方を接地して使用することが出来ます。尚、本端子と(25)のｱｳﾄﾚｯﾄの接地極(中央ｿｹｯﾄ

穴)とは電気的に接続されています。

　 (3)  出力端子2

　本装置の出力端子です。(1)の出力端子1との間に出力が発生します。出力電圧範囲は0～

280V、1～999.9Hzの範囲となります。尚、本出力と(25)のｱｳﾄﾚｯﾄの左側ｿｹｯﾄ穴は電気的に接続

されています。又、出力はﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ出力です。

　 (4)  ｺﾏﾝﾄﾞ入力ｷｰ(破線内)

　出力電圧設定『V』、最大電流設定『A』、周波数設定『Hz』、設定値のｱｯﾌﾟ『▲』、ﾀﾞｳﾝの

為の『▼』、LIMITﾓｰﾄﾞ及び通常ﾓｰﾄﾞ切替の為の『LIMIT』、ﾒﾓﾘｰへのﾃﾞｰﾀｰ入力の為の『MI』

及びﾒﾓﾘﾃﾞｰﾀｰ呼び出しの為の『MR』、反転文字ｺﾏﾝﾄﾞｷｰ(『LIMIT』,『MI』,『MR』)を選択する

ための『SHIFT』ｷｰで構成されています。 実際の操作については8項の操作方法を参照下さ

い。

　 (5)  出力ON表示

　出力端子、及びｱｳﾄﾚｯﾄに出力が発生している場合点灯します。又、出力ON中に電圧ﾚﾝｼﾞの変

更を伴うﾒﾓﾘｰ呼び出し操作が行なわれた場合、点滅して出力遮断の警告を行います。

　 (6)  OUTPUT ON/OFFｷｰ
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　出力ON/OFF用のｷｰｽｲｯﾁです。一回押すごとにONとOFFが切り替わります。ONの場合は(5)の出

力ON表示が点灯します。

　 (7)  280Vﾚﾝｼﾞ表示

　出力電圧ﾚﾝｼﾞが280Vの場合点灯します。140Vﾚﾝｼﾞから280Vﾚﾝｼﾞに切替中は点滅表示となり、

ﾚﾝｼﾞ確定(『ENT』ｷｰを押す)後、連続点灯に変化します。点滅状態のときﾚﾝｼﾞは前の状態のま

まで、切替は行なわれていません。(不用意な切替を防止する為に2段階の操作を行うようにし

ています。)

　 (8)  140Vﾚﾝｼﾞ表示

　出力電圧ﾚﾝｼﾞが140Vの場合点灯します。280Vﾚﾝｼﾞから140Vﾚﾝｼﾞに切替中は点滅表示となり、

ﾚﾝｼﾞ確定(『ENT』ｷｰを押す)後、連続点灯に変化します。点滅状態のときﾚﾝｼﾞは前の状態のま

まで、切替は行なわれていません。(不用意な切替を防止する為に2段階の操作を行うようにし

ています。)

　 (9)  RANGE切替ｷｰ

　電圧ﾚﾝｼﾞ切替用ｷｰｽｲｯﾁです。一回押すごとに140Vﾚﾝｼﾞと280Vﾚﾝｼﾞが切り替わります。このｷｰ

を押しただけでは切り替わらず、ｺﾏﾝﾄﾞ入力ｷｰ(4)の中の『ENT』を押しﾚﾝｼﾞを確定した時点でﾞ

切替が行なわれます。(これは誤操作によるﾚﾝｼﾞ切替を防止するためです。)ﾚﾝｼﾞ切替が完了し

ない場合、(7)又は(8)のﾚﾝｼﾞ表示が点滅します。『ENT』ｷｰを押した時点で点滅しているﾚﾝｼﾞ

に切替が行なわれます。尚、『ENT』ｷｰが押されない場合は、点滅状態が一定時間後に終了

し、RANGEｷｰの操作は無効となり、操作前の状態に戻ります。

　 (10) W表示

　(19)の数字表示器が電力計(W)となっている場合点灯します。

  (11) PF表示

　(19)の数字表示器が力率計(PF)となっている場合点灯します。

　 (12) W/PF切替ｷｰ

　(19)の数字表示器を電力計として使用するか、力率計として使用するかを選択するｷｰｽｲｯﾁで

す。一回押すごとに電力計(W)と力率計(PF)が切り替わります。又、(10)(11)の表示灯に、ど

ちらが選択されているか表示します。

　 (13) REM表示

　ｵﾌﾟｼｮﾝのOP-1(GP-IB+RS-232C)を使用した場合の表示燈です。詳細はOP-1の取扱説明書を参

照下さい。

　 (14) KEY-LOCKｽｲｯﾁ及び,LOCK表示

　ｽｲｯﾁをLOCK側にした場合、本装置の全てのｷｰ入力は無効となり、全てのｷｰ操作が一切出来な

くなります。又、ｽｲｯﾁ内部のﾗﾝﾌﾟが点灯し、ﾛｯｸ状態で有る事を表示します。尚、この表示ﾗﾝ
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ﾌﾟはｽｲｯﾁがLOCK側でない状態に於ても、ｵﾌﾟｼｮﾝのOP-1(GP-IB+RS-232C)使用時に点灯する場合

があります。詳細はOP-1の取扱説明書を参照下さい。

　 (15) MODE選択ｷｰ

　外部制御をこのｷｰを押して選択します。標準ﾀｲﾌﾟの場合、本ｷｰを押すと(18)の周波数表示用

数字表示器に「----」と表示され更に一回押すと「PPI」と表示されます。この時「ENT」ｷｰを

押す事で有接点外部制御が使用可能となります。　ｵﾌﾟｼｮﾝのGP-IB+RS-232Cが装着されている

場合、本ｷｰを押すごとに、「----」→「PPI」→「232C」→「gpib」→「----」・・と切り替

わります。『PPI』外部制御の設定、使用方法については、8-項の「PPI外部制御の使用方法」

を参照下さい。又、「gPIb」「232C」ﾓｰﾄﾞでの各種設定、操作方法については、ｵﾌﾟｼｮﾝの

OP1(GP-IB+RS-232C)の取扱説明書を参照下さい。

　 (16) SRQ表示

　ｵﾌﾟｼｮﾝのOP-1(GP-IB+RS-232C)を使用した場合の表示燈です。詳細はOP-1の取扱説明書を参

照下さい。

　 (17) POWERｽｲｯﾁ

　本装置の電源入力ｽｲｯﾁです。本ｽｲｯﾁを上(『-』ﾏｰｸ側)に倒すと本装置に電源入力が接続さ

れ、下(『○』ﾏｰｸ側)に倒すと電源入力は遮断されます。

　 (18) 周波数表示

　出力周波数設定値を表示する数字表示器です。周波数設定時には点滅表示となります。又、

(15)のMODE選択ｷｰが押された場合、外部制御ﾓｰﾄﾞ表示となります。

　 (19) W-PF(電力-力率)表示

　出力電力又は、負荷力率を表示します。どちらを表示するか(12)のW/PF選択ｷ-ｽｲｯﾁにより決

定します。 又、ﾒﾓﾘ操作を行う場合のﾒﾓﾘ番号表示も行います。  ｵﾌﾟｼｮﾝのGP-IBが装着され

(15)のﾓｰﾄﾞ選択ｷｰにより「gpib」とした場合GP-IBのｱﾄﾞﾚｽを表示します。同様に「232C」とし

た場合はﾎﾞｰﾚｰﾄ表示を行います。

　 (20) 電流表示

　出力発生中は、出力電流を測定表示します。それ以外の場合は、出力可能電流値の表示とな

ります。又、LIMITﾓｰﾄﾞ(電流制限ﾓｰﾄﾞ)時には、小数点が点滅します。電流値設定時及び、出

力発生中の設定変更時には数値も点滅し、設定完了時又は一定時間経過後に点滅は停止しま

す。出力発生中の場合は測定値表示に戻ります。

　 (21) 電圧表示

　出力発生中は、出力電圧を測定表示します。それ以外の場合は、出力設定電圧値の表示とな

ります。電圧設定時及び、出力発生中の設定変更時には設定値表示となり表示が点滅します。

設定完了時又は一定時間経過後に点滅は停止し、出力発生中の場合は測定値表示に戻ります。
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　 (22) 数値設定ｷｰ(ﾃﾝｷｰ)

  0～9迄の数値設定用ｷｰです。出力周波数、出力電圧、LIMITﾓｰﾄﾞ時の電流設定、ﾒﾓﾘｰ番号設

定、に使用します。

　 (23) 過負荷(OVL)表示

　過負荷保護動作時又は、LIMITﾓｰﾄﾞ時の出力電流制限動作時に点灯します。この表示が点灯

中は定電流垂下特性となります。この表示が点灯したまま使用されても、装置に問題は有りま

せんが、定電圧機能が失われていることに注意して下さい。詳細につきましては10項(3)を参

照下さい。

　 (24) 過熱(OVH)表示

　本装置内の主要発熱部の温度が規定値を越えた場合(冷却ﾌｧﾝの故障等により発生)点灯しま

す。点灯時出力は遮断されます。点灯中、出力ONの操作は出来なくなります。復帰させるため

には、保護動作の原因を取り除き、装置が充分冷却した後電源を入れなおします。

　 (25) ｱｳﾄﾚｯﾄ(出力ｺﾝｾﾝﾄ)

　本装置のｱｳﾄﾚｯﾄ(出力ｺﾝｾﾝﾄ)です。向かって左のｿｹｯﾄ穴は(3)の出力端子に、向かって右側の

ｿｹｯﾄ穴は(1)の出力端子に、真中のｿｹｯﾄ穴は(2)の接地端子にそれぞれ接続されています。本ｱｳ

ﾄﾚｯﾄはAC100V用の機器に電源を供給するように設けられたものですが、異常電圧試験等の要求

から、出力電圧は定格の最大値(AC280Vrms)迄発生します。接続時には負荷の定格電圧等につ

いて充分確認を行って使用して下さい。
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7-2　後面ﾊﾟﾈﾙ(図中の風船内の数字は、説明文の()内数字に対応します。)

　 (1)  ｲﾝﾚｯﾄ(電源入力)

　本装置の電源入力用のｲﾝﾚｯﾄです。ｲﾝﾚｯﾄ上部はﾋｭｰｽﾞﾎﾙﾀﾞｰとなっています。ﾋｭｰｽﾞの確認は

5-3項の電源ﾋｭｰｽﾞを参照下さい。

　 (2)(5)排気口

　本装置冷却用の排気口です。壁面より15cm以上の距離をとって御使用下さい。排気が妨げら

れますと、冷却が不十分となり過熱保護(OVH)が動作することがあります。

　 (3)  RS-232C(ｵﾌﾟｼｮﾝ　OP1)

　RS-232C接続用の25ﾋﾟﾝDｻﾌﾞｺﾈｸﾀです。RS-232Cにより本装置を制御する場合に使用します。

詳細な使用方法につきましてはｵﾌﾟｼｮﾝ(OP-1)に付属のRS-232C取扱説明書を参照下さい。

　 (4)  PPI制御入力ｺﾈｸﾀ

　14ﾋﾟﾝのﾘﾎﾞﾝｺﾈｸﾀです。9個のﾒﾓﾘｰの呼び出しと、出力のON/OFFが可能です。使用方法につき

ましては8-6項の「PPI外部制御の使用方法」を参照下さい。

　 (6)  接地端子

　本装置のﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞです。(7)(8)の出力端子はﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞとなっていますので、必要に応じ何

れか一方を接地して使用することが出来ます。尚、本端子とﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ上の接地端子、ｱｳﾄﾚｯﾄの

接地極とは電気的に接続されています。

　 (7)  出力端子2

　本装置の出力端子です。(8)の出力端子1との間に出力が発生します。出力電圧範囲は0～

280V、1～999.9Hzの範囲となります。尚、本出力とﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ上の出力端子2とｱｳﾄﾚｯﾄの向かっ

て左側ｿｹｯﾄ穴とは電気的に接続されています。又、出力はﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ出力です。
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　 (8)  出力端子1

  本装置の出力端子です。(7)の出力端子2との間に出力が発生します。出力電圧範囲は0～

280V、1～999.9Hzの範囲となります。尚、本出力とﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ上の出力端子1とｱｳﾄﾚｯﾄの向かっ

て右側ｿｹｯﾄ穴とは電気的に接続されています。又、出力はﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ出力です。

　 (9)  GP-IB(ｵﾌﾟｼｮﾝ　OP1)

　GP-IB接続用の24ﾋﾟﾝﾘﾎﾞﾝｺﾈｸﾀです。GP-IBにより本装置を制御する場合に使用します。詳細

な使用方法についてはｵﾌﾟｼｮﾝ(OP-1)に付属のGP-IB取扱説明書を参照下さい。
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8　操作方法

　8-1　出力電圧ﾚﾝｼﾞの設定

　ﾚﾝｼﾞを切り替える場合は前面ﾊﾟﾈﾙ上の『RANGE』ｷｰを押します。設定したい電圧ﾚﾝｼﾞ表示灯

が点滅したらｺﾏﾝﾄﾞ入力ｷｰの『ENT』を押します。点滅が停止しﾚﾝｼﾞ設定が終了します。尚、出

力ON中のﾚﾝｼﾞ切り替えは出来ません。一端出力をOFFしてからﾚﾝｼﾞ切替を行って下さい。

　8-2　出力電圧の設定

　　(1)　ﾃﾝｷｰによる設定(前面ﾊﾟﾈﾙ上の0～9及び小数点)

　ｺﾏﾝﾄﾞ入力ｷｰの 『 V 』ｷｰを押します。電圧表示が点滅を開始します。この点滅は約5秒間続

き(何らかのｷｰ入力が有った場合は、その時点より更に5秒間継続)、電圧設定が可能であるこ

とを示します。点滅状態中にﾃﾝｷｰより電圧値を入力します。入力された数値が電圧表示に示さ

れますので、設定値が正しいか確認した後、『ENT』ｷｰを押します。電圧表示の点滅が終了し

設定が完了します。『ENT』ｷｰを押さず点滅状態のまま5秒を経過したり、ｷｰ入力を途中で中断

し最後にｷｰ入力した時点より5秒を経過しますと、それまでの操作は無効となり、設定操作を

行う以前の状態に戻ります。下記に電圧設定の一例を示します。

   ※ 例　出力電圧を100.0Vに設定する場合。

『V』ｷｰを押す。

↓

電圧表示点滅開始

↓

『1』ｷｰを押す。

↓

『0』ｷｰを押す。

↓

『0』ｷｰを押す。

↓

『・』ｷｰを押す。 『ENT』ｷｰを押す。

↓ ↓

『0』ｷｰを押す。 電圧表示が「100.0」となり点滅停止。

↓ ↓

電圧表示が「100.0」となる。    設定終了

↓

『ENT』ｷｰを押す。

↓

電圧表示の点滅停止。

↓

   設定終了

※ 設定途中で操作を誤った場合は『V』ｷｰを再度押し操作をやり直します

※ 定格範囲外の設定は無効となります。
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　　(2)　ｱｯﾌﾟｷｰ・ﾀﾞｳﾝｷｰによる電圧設定(前面ﾊﾟﾈﾙ上の『▲』、『▼』ｷｰ)

　ｺﾏﾝﾄﾞ入力ｷｰの 『 V 』ｷｰを押します。電圧表示が点滅を開始します。この点滅は約5秒間続

き(何らかのｷｰ入力が有った場合は、その時点より更に5秒間継続)、電圧設定が可能であるこ

とを示します。電圧を現在の設定値より上昇させたい場合は電圧表示が点滅状態中にｱｯﾌﾟｷｰ

『▲』を押します。一回押すごとに0.1Vずつ電圧が上昇します。ｱｯﾌﾟｷｰを押し続けますと電圧

は0.1Vｽﾃｯﾌﾟで上昇を続け、一定時間経過後上昇速度が早くなります。電圧を下降させる場合

は同様に電圧表示が点滅中にﾀﾞｳﾝｷｰ『▼』を操作します。尚、電圧表示が点滅中であればｱｯﾌﾟ

ｷｰ・ﾀﾞｳﾝｷｰを交互に操作して電圧設定値を目標の値にすることも可能です。又、ｱｯﾌﾟｷｰ・ﾀﾞｳﾝ

ｷｰによる電圧設定の場合『ENT』ｷｰを押す必要は有りません。但し変更後の設定値は停電保持

されませんので、停電保持したい場合には電圧表示点滅中に『ENT』ｷｰを押して下さい。
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　8-3　出力周波数の設定

　　(1)　ﾃﾝｷｰによる設定(前面ﾊﾟﾈﾙ上の0～9及び小数点)

　ｺﾏﾝﾄﾞ入力ｷｰの『 Hz 』ｷｰを押します。周波数表示が点滅を開始します。この点滅は約5秒間

続き(何らかのｷｰ入力が有った場合は、その時点より更に5秒間継続)、周波数設定が可能であ

ることを示します。点滅状態中にﾃﾝｷｰより周波数を入力します。入力された数値が周波数表示

に示されますので、設定値が正しいか確認した後、『ENT』ｷｰを押します。周波数表示の点滅

が終了し設定が完了します。『ENT』ｷｰを押さず点滅状態のまま5秒を経過したり、ｷｰ入力を途

中で中断し最後にｷｰ入力した時点より5秒を経過しますと、それまでの操作は無効となり、設

定操作を行う以前の状態に戻ります。下記に周波数設定の例を示します。

※  例　出力周波数を60.00Hzに設定する場合。

『Hz』ｷｰを押す。

↓

周波数表示点滅開始

↓

『6』ｷｰを押す。

↓

『0』ｷｰを押す。

↓

『・』ｷｰを押す。 周波数表示が「60」となる。

↓ ↓

『0』ｷｰを押す。 『ENT』ｷｰを押す。

↓ ↓

『0』ｷｰを押す。 周波数表示が「60.00」となる。

↓ ↓

周波数表示が「60.00」となる。 周波数表示の点滅停止。

↓ ↓

『ENT』ｷｰを押す。    設定終了

↓

周波数表示の点滅停止。

↓

   設定終了

※ 設定途中で操作を誤った場合は再度『Hz』ｷｰを押し操作をやり直します。

※ 定格範囲外の設定は無効となります。
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　　(2)　ｱｯﾌﾟ・ﾀﾞｳﾝｷｰによる周波数設定(前面ﾊﾟﾈﾙ上の『▲』、『▼』ｷｰ)

  ｺﾏﾝﾄﾞ入力ｷｰの『 Hz 』ｷｰを押します。周波数表示が点滅を開始します。この点滅は約5秒間

続き(何らかのｷｰ入力が有った場合は、その時点より更に5秒間継続)、周波数設定が可能であ

ることを示します。周波数を現在の設定値より上昇させたい場合は周波数表示が点滅状態中に

ｱｯﾌﾟｷｰ『▲』を押します。一回押すごとに最小分解能ｽﾃｯﾌﾟで周波数が上昇します。ｱｯﾌﾟｷｰを

押し続けますと周波数は上昇を続け、一定時間経過後上昇速度が早くなります。周波数を下降

させる場合は、同様に周波数表示が点滅中にﾀﾞｳﾝｷｰ『▼』を操作します。尚、周波数表示が点

滅中であればｱｯﾌﾟｷｰ・ﾀﾞｳﾝｷｰを交互に操作して周波数設定値を目標の値にすることも可能で

す。又、ｱｯﾌﾟｷｰ・ﾀﾞｳﾝｷｰによる周波数設定の場合『ENT』ｷｰを押す必要は有りません。但し変

更後の設定値は停電保持されません、停電保持したい場合には周波数表示点滅中に『ENT』ｷｰ

を押して下さい。

　8-4　出力電流の設定

　　(1)　通常ﾓｰﾄﾞ時の出力電流設定(電流表示中の小数点の点滅無し)

　この状態で電流設定は出来ません。出力電流値は電圧ﾚﾝｼﾞ、電圧設定値、周波数設定値から

演算処理され出力可能な最大値が自動的に設定されます。(この定格については3項を参照下さ

い。)この値は出力OFF中では常に、ON中では『A』ｷｰが押されてから約5秒間出力電流表示器に

表示されます。

　　(2)　LIMITﾓｰﾄﾞへの切替

  ｺﾏﾝﾄﾞ入力ｷｰの『 SHIFT 』ｷｰを押しながら『 LIMIT 』ｷｰを押します。電流表示の中の小数

点が点滅を開始します。この状態がLIMITﾓｰﾄﾞです。尚、LIMITﾓｰﾄﾞを解除する場合は、この操

作を再度行う事で通常ﾓｰﾄﾞに戻ります。通常ﾓｰﾄﾞに戻った場合にもLIMITﾓｰﾄﾞで設定された電

流設定値は記憶されていますので、再びLIMITﾓｰﾄﾞに移行した場合、前回設定された電流制限

値が有効になります。尚、ﾚﾝｼﾞ切り替えなどにより電流設定値が定格範囲を越える場合は電流

制限値はその条件で出力可能な最大値に制限されます。

　　(3)　LIMITﾓｰﾄﾞ時の電流設定(電流表示中の小数点の点滅有り)

  (2)の操作によりLIMITﾓｰﾄﾞに切替た後、ｺﾏﾝﾄﾞ入力ｷｰの『 A 』ｷｰを押します。電流表示が点

滅を開始します。この点滅は約5秒間続き(何らかのｷｰ入力が有った場合は、その時点より更に

5秒間継続)、電流設定が可能であることを示します。点滅状態中にﾃﾝｷｰより電流値を入力しま

す。入力された数値が電流表示器に示されますので、設定値が正しいか確認した後、『ENT』

ｷｰを押します。 電流表示の点滅が終了し設定が完了します。『ENT』ｷｰを押さず点滅状態のま

ま5秒を経過したり、ｷｰ入力を途中で中断し最後にｷｰ入力した時点より5秒を経過しますと、そ

れまでの操作は無効となり、設定操作を行う以前の状態に戻ります。次頁に電流設定の例を示

します。
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      ※  例　出力電流を1.000Aに制限する場合。

                  (電圧ﾚﾝｼﾞ:140V,電圧設定:100V,周波数設定:60Hzの条件にて)

『A』ｷｰを押す。

↓

電流表示点滅開始

↓

『1』ｷｰを押す。

↓

『・』ｷｰを押す。 『ENT』ｷｰを押す。

↓ ↓

『0』ｷｰを押す。 電流表示が「1.000」となる。

↓ ↓

『0』ｷｰを押す。 電流表示(数値のみ)の点滅停止。

↓ ↓

『0』ｷｰを押す。     設定終了

↓

電流表示が「1.000」となる。

↓

『ENT』ｷｰを押す。

↓

電流表示(数値のみ)の点滅停止。

↓

    設定終了

※ 設定途中で操作を誤った場合は『A』ｷｰを押し操作をやり直します。

※ 定格範囲外の設定は無効となります。

　　(4)　ｱｯﾌﾟｷｰ・ﾀﾞｳﾝｷｰによる電流設定(前面ﾊﾟﾈﾙ上の『▲』、『▼』ｷｰ)

  (2)の操作によりLIMITﾓｰﾄﾞに切替た後、ｺﾏﾝﾄﾞ入力ｷｰの『 A 』ｷｰを押します。電流表示が点

滅を開始します。この点滅は約5秒間続き(何らかのｷｰ入力が有った場合は、その時点より更に

5秒間継続)、電流設定が可能であることを示します。電流値を現在の設定値より上昇させたい

場合は電流表示が点滅状態中にｱｯﾌﾟｷｰ『▲』を押します。一回押すごとに最小分解能ｽﾃｯﾌﾟで

電流値が上昇します。ｱｯﾌﾟｷｰを押し続けますと電流値は上昇を続け、一定時間経過後上昇速度

が早くなります。電流値を下降させる場合は、同様に電流表示が点滅中にﾀﾞｳﾝｷｰ『▼』を操作

します。尚、電流表示が点滅中であればｱｯﾌﾟｷｰ・ﾀﾞｳﾝｷｰを交互に操作して電流設定値を目標の

値にすることも可能です。又、ｱｯﾌﾟｷｰ・ﾀﾞｳﾝｷｰによる電流値設定の場合『ENT』ｷｰを押す必要

は有りません。但し変更後の設定値は停電保持されませんので、停電保持したい場合には電流

表示点滅中に『ENT』ｷｰを押して下さい。
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　8-5　ﾒﾓﾘｰの操作方法

　　(1)　ﾒﾓﾘｰ機能の概要

  本装置のﾒﾓﾘｰ機能は、電圧ﾚﾝｼﾞ、電圧、電流、電流ﾓｰﾄﾞ、周波数、電力/力率表示切替の状

態を一括して扱います。記憶番地はﾃﾝｷｰの『0』～『9』に割当てられています。『1』～『9』

は独立ﾒﾓﾘｰとして使用可能です。『0』は停電保持機能に割当てられていますので、使用中の

操作により記憶内容が順次更新されます。通常の使用では『1』～『9』のﾒﾓﾘｰを使用します。

　　(2)　ﾒﾓﾘｰへの書込み

  現在のﾃﾞｰﾀ(電圧ﾚﾝｼﾞ、電圧、電流、電流ﾓｰﾄﾞ、周波数、電力/力率表示切替の状態)をﾒﾓﾘｰ

に記憶するには、ｺﾏﾝﾄﾞ入力ｷｰの『 SHIFT 』ｷｰを押しながら『 MI 』ｷｰを押します。全ての数

字表示器が点滅を開始します。(但し電源投入後始めてのﾒﾓﾘ操作の場合「電力/力率表示」は

何も表示されません)この点滅状態中に、記憶するﾒﾓﾘ番地のﾃﾝｷｰ(『1』～『9』の内のいずれ

か一つ)を押します。記憶番地が「電力/力率表示」に表示されます。最後に『ENT』ｷｰを押し

ます。表示の点滅が停止し記憶が完了します。下記に操作例を示します。

※ 例　表示値をﾒﾓﾘｰの「1」番値に記憶する。

『SHIFT』ｷｰを押しながら『MI』ｷｰを押す。

↓

数字表示器が点滅開始。

↓

『1』ｷｰを押す。

↓

電力/力率表示器に「1」が表示される。

↓

『ENT』ｷｰを押す。

↓

点滅が停止して記憶が完了。

　　(3)　ﾒﾓﾘｰからの呼び出し

  ｺﾏﾝﾄﾞ入力ｷｰの『 SHIFT 』ｷｰを押しながら『 MR 』ｷｰを押します。全ての数字表示器が点滅

を開始します。(但し電源投入後始めてのﾒﾓﾘ操作の場合「電力/力率表示」は何も表示されま

せん)この点滅状態中に呼び出すﾒﾓﾘ番地のﾃﾝｷｰ(『1』～『9』の内のいずれか一つ)を押しま

す。記憶番地が「電力/力率表示」に表示されます。最後に『ENT』ｷｰを押します。表示の点滅

が停止し呼び出しが完了します。出力ON中でもﾒﾓﾘｰの呼び出しは可能ですが、現在出力してい

る電圧ﾚﾝｼﾞの変更を伴う呼び出しをすると『ENT』ｷｰを押す前の状態で出力ON表示灯が点滅し

ます。(出力遮断警告) その後『ENT』ｷｰを押すと出力は遮断されます。再度出力をONするには

『OUTPUT』ｷｰを押す必要が有ります。 次頁に操作例を示します。
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※  例　ﾒﾓﾘｰの「1」番値の設定ﾃﾞｰﾀｰを呼び出す。

『SHIFT』ｷｰを押しながら『MR』ｷｰを押す。

↓

数字表示器が点滅開始。

↓

『1』ｷｰを押す。

↓

電力/力率表示器に「1」が表示される。

↓

『ENT』ｷｰを押す。

↓

数字表示器の点滅が停止して呼び出しが完了。
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　8-6　PPI外部制御の使用方法

　　(1)　接続方法(本装置の電源ｽｲｯﾁ「POWER」は必ずOFFしておいて下さい。)

  下記のように付属の14ﾋﾟﾝﾘﾎﾞﾝｺﾈｸﾀを用いて結線します。

(付属ｺﾈｸﾀ(ﾌﾟﾗｸﾞ)半田付け端子側より見る)

  ｺﾈｸﾀﾋﾟﾝ番号2,3,9,10何も接続されていません。ｺﾈｸﾀﾋﾟﾝ番号11,12,13,14は装置内部で短絡

されています。(14番の配線は11～14の何れでも可)又、1,8番はSGで装置内部で接続されてい

ます。配線材はAWG22の線材を使用し、ｽｲｯﾁには5V-1mAの開閉を充分に行える物(ON電圧:0.6V

以下)を使用して下さい。下表にｽｲｯﾁ番号のON/OFFに対する装置動作を示します。
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MR9:ONONONOFFOFFON

MR8:ONONONOFFOFFOFF

MR7:ONONOFFONONON

MR6:ONONOFFONONOFF

MR5:ONONOFFONOFFON

MR4:ONONOFFONOFFOFF

MR3:ONONOFFOFFONON

MR2:ONONOFFOFFONOFF

MR1:ONONOFFOFFOFFON

OFFOFF××××

出力S5S4S3S2S1

装置出力の状態S1～S5のON/OFF状態



※ 注 ×印はON/OFFに無関係なことを示します。MR1:ON～MR9:ONはﾒﾓﾘｰ番号1から9に記憶され

ている内容で出力ONすることを示します。

　　(2) 装置側の設定

  接続に誤りのない事を確認した後、PPIｺﾈｸﾀを接続します。このとき外部に設けられたｽｲｯﾁ

は全てOFF側になっていることを確認して下さい。出力が発生する条件にｽｲｯﾁがONされている

場合、PPI制御ﾓｰﾄﾞに設定された時点で出力ONとなりますので注意して下さい。　電源を投入

し『MODE』ｷｰを操作し周波数表示器に「PPI」と表示させます。尚、『MODE』ｷｰを一回押すご

とに表示は下記のように変化します。

 ｷｰ操作 『Hz』表示器の表示

『MODE』       ---- (外部制御設定無し)

↓

『MODE』 PPI

↓

『MODE』 232C (OP1付属の場合のみ)

↓

『MODE』 gPIb (OP1付属の場合のみ)

↓

『MODE』       ----

   ・ ・

   ・ ・

   ・ ・

   ・ ・

  「PPI」と表示されたらｺﾏﾝﾄﾞ入力ｷｰの『ENT』を押します。以上の操作は表示器が点滅状態

中に完了させてください。操作中に点滅状態が終了した場合、上記操作は全て無効となりま

す。

　　(3) PPI外部制御の操作

  前記(1)のｽｲｯﾁの組合せにより操作します。尚、ﾚﾝｼﾞ切替を伴う操作は出力がいったんOFFと

なり、ﾚﾝｼﾞ切替が完了した後、再び出力ONとなります。又、ｽｲｯﾁのON時間が、約100mS以下の

場合は無視します。

　　(3) PPI外部制御の取り消し

  本装置の電源入力投入時に、外部接続ｽｲｯﾁが出力ONの設定となっていた場合、不用意な出力

の発生を防ぐため、PPI外部制御設定は取り消されます。この状態からPPI外部制御を行う場合

は(2)で示すようにPPIﾓｰﾄﾞに再設定して下さい。又、電源投入時には出力ONの設定になってい

ないよう(8-6-(1)の図中のS5をOFFにしておきます)外部ｽｲｯﾁを操作してください。
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9　負荷の接続方法

  本装置には負荷接続用の端子(ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ,ﾘｱﾊﾟﾈﾙ)及びｺﾝｾﾝﾄ(ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ)が設けられています。

負荷できる容量は全ての合計が最大で200VA迄となっています。(但し、出力周波数、負荷力率

によって制限を受けます。)負荷の接続は下図に示すよう配線します。使用する線材は負荷の

容量に見合ったものを使用して下さい。安全を確保するため、次の手順を守って接続を行って

下さい。

(1) 電源ｽｲｯﾁをOFFにする。

(2) 出力電圧が発生していないことをﾃｽﾀｰ等で確認する。

(3) 以上(1)(2)の確認後配線作業を行う。

   警告:誤操作や本装置故障による感電事故を防ぐため必ず上記配線手順を厳守して下さい。

注意:過電圧に注意
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注意:各出力は最大AC280Vrms

を発生します。



  ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙに設けられたｺﾝｾﾝﾄはAC100V用の物ですが、出力電圧は最大でAC280Vrms迄発生しま

す。これは100V定格の負荷に使い易いように、又、異常電圧試験等が行えるよう配慮したもの

です。誤って負荷の定格を越える電圧を印加しないよう十分注意し、使用して下さい。

10　保護動作について

  本装置には以下に示す保護回路が内蔵されています。

　　 (1) 電源入力ﾋｭｰｽﾞ

  入力ｲﾝﾚｯﾄ内に内蔵された寸法:φ5.2×L20、定格電流:7A、定格電圧:AC250Vのｶﾞﾗｽ管ﾋｭｰｽﾞ

です。本装置に内部故障等が発生し、入力電流が過大になった場合、溶断、入力電源を遮断し

事故を未然に防止します。本ﾋｭｰｽﾞは装置に異常がなければ通常切れることは有りません。但

し、ﾋｭｰｽﾞの劣化等により断線することが考えられます。断線した場合は必ず上記寸法及び、

定格のﾋｭｰｽﾞに交換して下さい。(交換方法は5-3 電源ﾋｭｰｽﾞを参照下さい)

 警告:  定格以外のﾋｭｰｽﾞの使用はおやめ下さい。不適当なﾋｭｰｽﾞの使用は焼損事故、火災の原因

となることが有ります。

　　 (2) 過熱保護(OVH)

  装置内部の発熱部に温度ｽｲｯﾁが装着されています。周囲温度が高い場合(40℃以上)や、吸

気、排気に障害がある場合、ﾌｧﾝﾓｰﾀｰの故障、低力率負荷接続による過負荷等により、装置内

部が過熱すると動作します。保護動作に入ると、出力は遮断され、ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ上の『OVH』表示

が赤く点灯します。この状態になると、出力ONの操作は出来なくなります。復帰する場合は、

一旦電源ｽｲｯﾁをOFFし、過熱保護動作の原因を取り除きます。その後電源ｽｲｯﾁを再びONにしま

す。この操作の後、出力ON/OFFｽｲｯﾁを操作し出力を発生させます。但し、装置内部の過熱状態

が続いている場合(余熱等)、出力ONと同時に再度過熱保護状態に入ります。この時は電源ｽｲｯﾁ

の操作の後、装置内部がある程度冷却する迄、出力OFFの状態で待機する必要が有ります。

　　注意:   通常の使用状態に於て過熱保護が動作することは有りません。周囲温度(40℃以下)

や、吸排気の障害、ﾌｧﾝﾓｰﾀｰ等に異常、低力率負荷の接続等が無い状態で、本保護動作が

頻繁に発生するような場合は、故障が考えられますので、装置の使用を止め当社営業に

御相談下さい。

　　(3) 過負荷保護(OVL)

  本装置の過負荷保護回路は自動復帰型で、大別して次の2つから構成されています。

　　 (3)-1　波形制限

  急短絡による過電流や、ﾋﾟｰｸ電流、半導体損失過大などを瞬時に制限する保護動作です。

　　 (3)-2　出力電圧制限

  (3)-1の保護動作や、定格容量、定格電流を越える過負荷が継続する場合の保護動作です。

(3)-1の保護動作は瞬時に波形制限動作を行いますので出力波形の一部が欠落したり、潰れる

ことがありますが、この保護動作は、継続する過負荷状態から回避するため、出力電圧を垂下

するよう動作(装置の許容最大電流とﾊﾞﾗﾝｽするよう出力電圧を垂下→定電流垂下動作)しま

す。垂下状態に入ると、ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ上の『OVL』表示が赤く点灯します。この場合、出力は遮断

されません。過負荷状態が継続されても、装置自身に問題は有りませんが、出力は定電圧機能
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を失っていることに注意して下さい。又、この垂下動作には若干の時間遅れがあり、保護動作

に入る時、解除されるとき約1秒程度の時間遅れが有ります。次頁に、これらの保護動作の様

子を示します。
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11　電流制限ﾓｰﾄﾞについて

  本装置の電流制限ﾓｰﾄﾞは、過電流保護の電流設定値を変更することにより動作します。よっ

て電流制限ﾓｰﾄﾞにて電流制限動作をしている場合には『OVL』表示が赤く点灯します。電流制

限値の設定精度は負荷条件により変化しますが、設定値±60mA以下(抵抗負荷にて)です。又、

応答時間はおおよそ0.6秒です。電流制限動作中の出力電圧波形は、歪率が低下します。これ

は電圧が下がるほど顕著になります。尚、電流制限動作迄の応答時間内は波形制限動作で許容

される電流が流れます。この値は定格の倍以上となることが有ります。

12　出力電圧の立上り、立ち下がりについて

  0→100%の立ち上がり時間は出力ONの操作から最大で約0.4秒です。100%→0の立ち下がり時

間は出力OFFの操作から最大で約0.2秒です。

13　測定時間について

　出力電圧計、出力電流計。電力計、力率計の測定値が使用の測定精度内に入る為に必要な時

間は、測定対象の変化から最大3秒以内です。

14　出力ﾘｰｸ電流について

　本装置の出力回路にはﾉｲｽﾞﾌｨﾙﾀｰが接続されており、数mA程度のﾘｰｸ電流が流れ、電流計に表

示されることが有ります。この値は出力電圧の大きさ、電圧ﾚﾝｼﾞの違い、周波数、出力の接地

の有無、接地する出力端子等により若干変化します。

15  出力高周波ﾉｲｽﾞについて

  本装置は内部直流電源部にｽｲｯﾁﾝｸﾞ方式を採用しています。これより発生するｽｲｯﾁﾝｸﾞﾉｲｽﾞが

出力に若干漏れることにより、負荷となる装置に影響を及ぼすことがまれに有ります。通常の

使用では問題の無いﾚﾍﾞﾙにこのﾉｲｽﾞは抑えられておりますが、このような場合は出力と負荷の

間に市販のﾉｲｽﾞﾌｨﾙﾀｰの接続を考慮して下さい。詳細につきましては当社営業に御相談下さ

い。

16  保証

  当社製品の保証期間は納入日から一年間です。この期間に発生した故障で明らかに当社の責

任と判明した場合には、無償修理致します。但し、この保証は日本国内のみとさせていただき

ます。尚、詳細につきましては当社営業に御相談下さい。
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